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2 . 日本語教育部門
日本語研修 コ ー ス報告 (201 1 年 4 月 ，_ 201 2 年 3 月 )
後藤寛樹
1 は じ め に
大学院入学前予備教育 日 本語研修 コ ー ス は， 主 と し て ， 文部科学省 に よ っ て 配置 さ れる大使館推薦国
費研究留学生 お よ び教員研修留学生 を 対象 と し た 日 本語集 中 コ ー ス で， ‘ 毎年 4 月 と 10 月 に 開講 し， 各
期 15 週 間 75 日 の コ ー ス を提供 し て いる。 富 山 大学留学生 セ ン タ ー で は， 1999 年 10 月 に 第 1 期 を 開講 し ，
2012 年 3 月 に は 第 25 期生を 送 り 出 し た 。 富 山 大学 に 配置 さ れる国費研究留学生 ・ 教員研修留学生 の 数
は 少 な し 受講定員 に 余裕 がある た め， 2000 年 10 月 開講の 第 3 期 日 本語研修 コ ー ス か ら は， 学内公募
を 実施 し て ， 大学推薦 国費研究留学生や私費研究生等 も 受 け 入 れ て いる。 本稿 で は， 201 1 年 4 月 か ら
開講 し た 第 24 期 と 同年 10 月 か ら 開講 し た 第 25 期 に つ い て 報告する。
2 受講者
第 24 期 は， 文部科学省 に よ っ て 配置 さ れ た 国費研究留学生 l 人， 学 内公募 に よ る私費留学生 2 人 が
受講 ・ 修 了 し た 。 第 25 期 は ， 文部科学省 に よ っ て 配置 さ れ た 国 費教員研修留学生 3 人， 学 内公募 に よ
る私費大学院生 ・ 研究生 2 人が受講 ・ 修了 し た。 受講 ・ 修 了 者 は 表 l の 通 り である。
表 1 日 本語研修 コ ー ス 受講 ・ 修了 者 (第 24 期 ・ 第 25 期)
ラ フ ァ エ ル ブ レ タ ス ヴ ィ エ イ ラ
23 I ヴ ハ イ ニ ン
ブ ラ ジ ル | 富 山大学
ベ ト ナ ム | 富 山 大学
虞 埜 ( グ エ イ ) 中
ガ
国 | 富 山 大学
ナ | 富 山 大学
西条 寿夫 教授
金 奉吉 教授
清家 彰敏 教授
岡崎 浩幸 准教授
橋爪 和夫 教授
野平 慎二 教授
唐 政 教授
本間 哲志 教授
ア ド エ リ ッ ク コ フ ィ
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ラ ト ピ ア | 富 山 大学
イ ン ド ネ シ ァ | 富 山 大学
李
曹
鰻 ( リ コ ン )
謹 ( ソ ウ シ ン )
中
一中
国 | 富 山大学
園 | 富 山 大学
3 コ ー ス担当者
第 24 期， 第 25 期 と も に ， セ ン タ ー 専任教員 5 人 ( 出 原節子， 加藤扶久美， 後藤寛樹， 副 島健治， 漬
由 美和) と ， 非常勤講師 7 人 (加藤敬子， 高 畠 智美， 中 河和子， 永 山 香織， 藤 田 佐和子， 松 岡裕見子，
横堀慶子) が授業 を 担 当 し ， 後藤寛樹が コ ー ス の コ ー デ ィ ネ ー ト を行 っ た。
4 コ ー ススケ ジ ュ ール
第 24 期 は， 2011 年 4 月 8 日 (金) に 開講式， 周年 9 月 29 日 (木) に修了式を， 第 25 期 は ， 201 1 年
10 月 7 日 (金) に 開講式， 2012 年 3 月 1 日 (木) に 修 了 式を行い， ど ち ら の 期 も 15 週 間 75 日 の 集 中
授業を行 っ た。 各期 の 主な ス ケ ジ ュ ー ル は以下の通 り である。
A斗AnL 
< 第 24 期 >
2011年 4 月 6 日 (水)
4 月 7 日 (木)
4 月 8 日 (金)
4 月 1 1 日 (月 )
5 月 25 日 (水)
6 月 17 日 (金)
6 月 24 日 (金)
7 月 16 日 (土)
7 月 29 日 (金)
8 月 1 日 (月 ) -- 9 日 (火)
8 月 10 日 (水)
9 月 29 日 (木)
< 第25期 >
2011年 10月 4 日 (火)
10月 5 日 (水)
10月 6 日 (木)
10月 7 日 (金)
10月 11 日 (火)
11月 11 日 (金)
11月 16 日 (水)
12月 20 日 (火)
文科省配置学生 : 諸手続 き ， オ リ エ ン テ ーシ ョ ン ， ひ ら が な
学 内公募選考
学 内公募受講生 : オ リ エ ン テ ーシ ョ ン
開講式
授業開始
異文化交流パ ー テ ィ ー
「私の 国」 発表会
フ ィ ー ル ド ト リ ッ プ (富 山 市民俗民芸村)
ホ ー ム ピ ジ ッ ト
授業終了
ス ピ ー チ練習， 文集作成
ス ピ ー チ 発表会 ( 1私の 専 門」 発表会)
修了式
文科省配置学生 : 諸手続 き ， ひ ら が な
文科省配置学生 : オ リ エ ン テ ーシ ョ ン
学 内公募選考
開講式， 学 内公募受講生 : オ リ エ ン テ ーシ ョ ン
授業開始
フ ィ ー ル ド ト リ ッ プ (高 岡市瑞龍寺 ほ か)
異文化交流パ ー テ ィ ー
「私の 国」 発表会
12月 22 日 (木) -- 2012年 1 月 4 日 (水) 冬季休業
2012年 1 月 21 日 (土) ホ ー ム ビ ジ ッ ト
2 月 10 日 (金) 授業終了
2 月 13 日 (月 ) -- 20 日 (月 )
2 月 21 日 (火)
3 月 1 日 (木)
ス ピ ー チ 練習， 文集作成
ス ピ ー チ 発表会 ( 1私の 専 門」 発表会)
修了式
5 コ ース内容
授業 は月 曜 日 か ら 金曜 日 ま で 1 日 4 コ マ で， 日 本語 と 日 本事情， コ ン ビ ュ ー タ を 中心 と し た 内容で行 っ
た (表 2 ， 3 参照〉 。 初級 ク ラ ス の 「文法J 10 コ マ 中 8 コ マ と 「語葉 ・ 表現J 1聴解J 1文字 ・ 漢字J 1会
話」 各 l コ マ の 合計 12 コ マ ， お よ び， 中級 ク ラ ス の午前中 の 10 コ マ (1文法J 8 コ マ ， 1聴解J 1会話」
各 l コ マ ) は 日 本語課外補講の 授業 と 合 同 で 開講 さ れる授業である。 通常の 授業 の 他 に ， 学生 の個人 の
習熟度やニ ー ズ に 合 わ せ た 指導 を行 う た め に ， 特別指導 も 行 っ た。 コ ー ス 後半か ら は ， 専門課程へ の 橋
渡 し の 教育 と し て ， 自分の 専門 に つ い て の 口 頭発表 と レ ポ ー ト 作成 を行 う 「私の 専門」 プ ロ ジ ェ ク ト も
課 し た。
第 24 期 は， 日 本語研修 コ ー ス に は 中級 レ ベ ル の 受講者 が お ら ず， 初級 レ ベ ル の 受講者 の み であ っ た
た め， 午前中 は初級 l ク ラ ス で授業を行 っ た が， 午後 の 技能別 ク ラ ス は， 母国あるし 、 は 日 本で一定 の 期
間 日 本語 を 学ん だ こ と がある学生 と 学習歴が ほ と ん ど な い 学生 と に 分 け て授業を行 っ た。 ま た ， 文字 ・
漢字 の ク ラ ス は 漢字 国 出 身者 と 非漢字 圏 出 身者 と に 分 け て 授業 を行 っ た。 第 25 期 は， 受講者 を 日 本語
戸町U円4
能力 に 応 じ て 初級 と 中級の 2 つ の レ ベル に 分 け て 授業を行 っ た 。 ま た ， コ ー ス 開講途 中 で受講者の l 人
が交通事故 に 道 い ， 約 2 週間入院する こ と に な っ た が， 退院後 の 約 2 週間， 日 本語教育部 門 の 教員 が手
分 け を し て ク ラ ス に 復帰するた め の 特別補習 や通院の 付 き 添 い 等 に 当 た っ た。
5 .  1 時間割
表 2 第 24 期 日 本語研修 コ ー ス 時間割
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コ ン ビ ュ ー タ | コ ン ビ ュ ー タ | 語葉 ・ 表現
(漬 田 ) I (演 田) I (加藤扶)
聴解 | 特別指導 | コ ン ビ ュ ー タ
(藤 田 ) I (加藤扶 ・ 副島) I (後藤)
文字 ・ 漢字 | 日 本事情
(演 田 ) I (出原)
コ ン ビ ュ ー タ | 読解 ・ 作文
(後藤) I (副 島)
特別指導 | 特別指導
(漬田 ・ 後藤) I (加藤扶 ・ 副島)
※網か け の ク ラ ス は 日 本語課外補講 と 合 同 で 開講 さ れ る ク ラ ス で あ る 。
※ 日 本語研修 コ ー ス の 受講者 で 中 級 ク ラ ス の 午前の 授業 を受講 し た も の は い な か っ た。
表 3 第 25 期 日 本語研修 コ ー ス 時間割
4 
( 1 4  : 45 � 1 6  : 1 5) 
初級 | 中級
コ ン ビ ュ ー タ | コ ン ビ ュ ー タ | 文法 C
(漬 田 ) I (漬 田) I (加藤扶)
作文 | 特別指導 | 特別指導
(加藤扶) I (加藤扶 ・ 副島) I (漬田 ・ 後藤)
文字 ・ 漢字 | 日 本事情
(演 田 ) I (出原)
コ ン ビ ュ ー タ ! 文法 C
(後藤) I (副 島)
読解 | 特別指導 | 特別指導
(副島) I (漬田 ・ 後藤) I (加藤扶 ・ 副島)
※網か け の ク ラ ス は 日 本語課外補講 と 合 同 で 開講 さ れ る ク ラ ス で あ る 。
5 . 2 日 本語科 目
初級 ク ラ ス で は， 基本的 な 日 本語文法を習得 し ， 運用 で き る よ う に なる こ と ， 文字 に つ い て もひ ら が
な や カ タ カ ナ ， 基本的 な 漢字 を 習得する こ と を 目 的 と し て 授業を行 っ た 。
中級 ク ラ ス で は ， こ れ ま で に 身 に つ け た文法や語嚢 の 知識を も と に ， 中級 レ ベル の文法や語葉 を習得
し ， 運用力 を つ ける こ と を 目 指 し て 授業 を行 っ た 。 午後 の 「文法 CJ の 時間 に は， 文法事項 の 復習 と 定
着の確認を行 っ た。
phu つ中
ま た ， ど ち ら の ク ラ ス で も ， 独 自開発教材 を用 い て ， 正 し い 日 本語 の 発音 を 身 に 付 けるた め の 指導 も
行 っ た 。
[使用 テ キ ス ト ] (主な も の の み)
< 初級 ク ラ ス >
文 法 『 み ん な の 日 本語初級 1 ， ll �  ( ス リ ー エ ー ネ ッ ト ワ ー ク )
『 み ん な の 日 本語初級 I ， ll 書 い て 覚える文型練習帳� ( ス リ ー エ ー ネ ッ ト ワ ー ク )
『毎 日 の 発音練習� (独 自開発 テ キ ス ト )
聴 解 『 み ん な の 日 本語初級 1 ， II 聴解 タ ス ク 25� ( ス リ ー エ ー ネ ッ ト ワ ー ク )
『 わ く わ く 文法 リ ス ニ ン グ 99� (凡人社)
『絵 と タ ス ク で学ぷ に ほ ん ご� (凡人社)
『 に ほ ん ご き い て は な し て� ( ジ ャ パ ン タ イ ム ズ)
「楽 し く 聞 こ う � (凡人社)
『 日 本語生 中継』初 中級編 1 ( く ろ し お 出 版) (第 24 期)
語葉 ・ 表現 『 み ん な の 日 本語初級 1 ， ll �  ( ス リ ー エ ー ネ ッ ト ワ ー ク )
読解 ・ 作文 『 み ん な の 日 本語初級 1 ， II 初級で読める ト ピ ッ ク 25� ( ス リ ーエー ネ ッ ト ワ ー ク )
「み ん な の 日 本語初級 や さ し い作文� ( ス リ ー エ ー ネ ッ ト ワ ー ク )
『楽 し く 読 も う � (凡人社)
文字 ・ 漢字 『 ス ト ー リ ー で覚える漢字 300� ( く ろ し お 出版)
「漢字系学習者 の た め の 漢字か ら 学ぶ語葉� 1 ， 2  ( ア ル ク ) (第 24 期)
会 話 『 ク ラ ス 活動集 10U r ク ラ ス 活動集 13U ( ス リ ー エ ー ネ ッ ト ワ ー ク )
「楽 し く 話そ う � (凡人社)
『 に ほ ん ご き い て は な し て � ( ジ ャ パ ン タ イ ム ズ)
『聞 く ・ 考える ・ 話す 留学生 の た め の初級に ほ ん ご会話』
( ス リ ー エ ー ネ ッ ト ワ ー ク ) (第 24 期)
< 中級 ク ラ ス > (第 25 期 の み該 当 )
文 法 A r J.  Bridge� (凡人社)
文 法 B r 日 本語 中 級 J30U r 日 本語中級 J50U ( ス リ ー エ ー ネ ッ ト ワ ー ク )
文 法 c r み ん な の 日 本語初級 1 ， II � ( ス リ ー エ ー ネ ッ ト ワ ー ク )
『 み ん な の 日 本語初級 I ， ll 書 い て 覚える文型練習帳� ( ス リ ー エ ー ネ ッ ト ワ ー ク )
『初級 日 本語文法総 ま と め ポ イ ン ト 20� ( ス リ ー エ ー ネ ッ ト ワ ー ク 〉
『中級 日 本語文法要点整理 ポ イ ン ト 20� ( ス リ ー エ ー ネ ッ ト ワ ー ク )
「毎 日 の 発音練習� (独 自開発 テ キ ス ト )
聴 解 『新 ・ 毎 日 の 聞 き 取 り 50 日 』上 ・ 下 (凡人社)
『毎 日 の 聞 き 取 り plus40� 上 ・ 下 (凡人社)
会 話 『 日 本語 中 級 J30U r 日 本語中級 J50U ( ス リ ー エ ー ネ ッ ト ワ ー ク )
文字 ・ 漢字
読 解
作 文
nntermediate Kanji Book� Vol . 1  (凡人社)
『 日 本語 の 表現技術 読解 と 作文 中級� (古今書院)
『 み ん な の 日 本語初級 や さ し い作文� ( ス リ ー エ ー ネ ッ ト ワ ー ク )
円iつ山
5 . 3 日 本事情
学内か ら 国際交流学生 ボ ラ ン テ ィ ア と し て 募集 し た 日 本人学生 と の交流 ・ 活動 を 通 し て ， 日 本社会 に
つ い て 学 び， さ ら に は習得 し た 日 本語を実際 に 使 う 機会 を 提供する。
ま た 留学生 と 日 本人学生が共 に 自 国 の 言語や文化 に 対する関心を高 め， 異文化を理解 し ， 異文化 コ
ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能力 を養 う こ と を 目 指す。
5 . 4 コ ン ビ ュ ー タ
こ の 授業で は ， 留学生が 日 本語環境で コ ン ビ ュ ー タ の 基本的 な 操作 を する こ と が で き ， ひ ら がなやカ
タ カ ナ ， さ ら に 漢字な ど も 使 っ て ， 正 し い 日 本語 の 入力 が で き る よ う に なる こ と を 目 指す。 ま た， あわ
せ て ， 大学で の 勉学 に 必要 な 基本 的 な 情報 リ テ ラ シ ー の 習得 も 目 指 し て いる。
日 本語 の コ ン ピ ュ ー タ 用語 に は漢字語やカ タ カ ナ語が多 い た め に難解であ っ た り ， 入力 に お い て も 促
音や劫音 と い っ た特殊音 の 入力 が難 し い な ど， 外国人が 日 本語環境の コ ン ビ ュ ー タ を 用 いる際 に 特有な
問題があるが， こ の 授業で は そ れ を克服で き る よ う に 指導する こ と が大 き な 目 的 である。 ま た ， 専門課
程 で の 勉学 に 備 え て ， ワ ー プ ロ ソ フ ト や プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン ソ フ ト な ど を使えるよ う に なる こ と も 目 指
し ， 同 時 に 日 本語 で の 電子 メ ー ル の 書 き 方， イ ン タ ー ネ ッ ト の使 い方， お よ び そ れ に付随する著作権や
セ キ ュ リ テ ィ 対策 な ど に つ い て も 指導 を行 っ た。
[使用 テ キ ス ト ] r 日 本語 で で き る! 外国人の た め の パ ソ コ ン の き ほ んj ( ス リ ー エ ー ネ ッ ト ワ ー ク )
5 . 5 口 頭発表プ ロ ジ ェ ク ト
5 .  5 .  1 口 頭発表プロ ジ目 エ ク ト
日 本語研修 コ ー ス に 在籍する留学生 は， そ の ほ と ん ど‘が大学院へ進学する予定の 学生であ り ， コ ー ス
が始 ま っ て半年後 に は そ れ ぞ れ の 専 門課程 に進ん で専門 の 勉強や研究を始め な け れ ば な ら な L 、。 教員研
修留学生 に つ い て も ， こ の コ ー ス が終わる と ， 教育 に 関する さ ま ざ ま な 授業 を 日 本語 で受 け な け れ ば な
ら な い し ， 授業見学を 通 じ て現場 の 教員 と のや り と り が必要 と なる場面 も 多 い。 本 コ ー ス で は， 留学生
が 日 本の 大学院で の 研究活動を 効率的 に 進 め ら れる よ う に ， ス ピ ー チ 発表会で 自 分 の 専 門 の 内容を簡単
に説明する 口 頭発表 を行い， さ ら に レ ポ ー ト に ま と める と い う プ ロ ジ ェ ク ト を 学生 に 課 し て いる。 学生
そ れ ぞ れ の 留学 目 的 に 合 わ せ て ， 大学院進学予定の 学生 は こ れ ま で 自 国 で研究 し て き た 内容 と 富 山 大学
で研究 し た い 内容 に つ い て， 教員研修留学生 は 自 国 の 教育制度 の説明 と 富 山 大学で学 び た い 内容 に つ い
て ， そ れ ぞれ原稿 と ス ラ イ ド を 作成 し ， ス ピ ー チ発表会 で発表 し ， レ ポ ー ト に ま と める と い う プ ロ ジ ェ
ク ト である。 こ の 活動 は， 一般 日 本語， コ ン ビ ュ ー タ ， そ し て 専 門 の 学習 が一体 と な っ て 行 わ れる も の
である。
具体的 に は， 留学生 は 自 分 の 専門 に つ い て， 専門用語を調べ た り ， 必要な 情報 を イ ン タ ー ネ ッ ト な ど
か ら 得た り ， あ る い は必要 に 応 じ て 所属研究室の 指導教員や学生 に質 問 し た り し た 上で， 作文の 時 間 に
発表原稿 を 作成 し， コ ン ピ ュ ー タ の 時間 に プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン ソ フ ト を 使用 し て ス ラ イ ド を 準備 し た。
そ の 後練習 を重ね， 最終的 に は ， コ ー ス 修了前に 開催 さ れるス ピ ー チ 発表会で， 作成 し た ス ラ イ ド を 示
し な が ら プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン を行 っ た (5 .5 .2 参照 )。 さ ら に ， 学生 は 発表原稿 を も と に し て レ ポ ー ト を
作成 し た 。 学生 の 作成 し た レ ポ ー ト は ， 第 24 期， 第 25 期 の も の を ま と め， 日 本語研修 コ ー ス 修了 レ ポ ー
ト 集 『 ら い ち ょ う 』 と し て発行 し た (5 .5 .3 参照) 。
5 . 5 . 2  ス ピーチ発表会
ス ピ ー チ 発表会 は ， 第 24 期 は 201 1 年 8 月 10 日 (水) に ， 第 25 期 は 2012 年 2 月 21 日 (火) に ， そ
れ ぞ れ午後 l 時半 よ り 開催 し た。 第 24 期 は 29 人， 第 25 期 は 26 人の 出 席者があ っ た。 出席者は学生 の
指導教員やセ ン タ ー に 関係 のある教員， 学務部学生支援 グ ル ー プ留学支援 チ ー ム 職員， 富 山 大学の留学
- 28 -
生お よ び 日 本人学生な ど で あ る 。
留学生は， 発表会 に 向 け て， 指導教員， 同 じ研究室の先輩留学生， 日 本人学生 に協力 し て も ら い な が
ら 熱心 に 準備を進め た。 発表会 に 向 け た準備 は， 作文 と コ ン ビ ュ ー タ の授業の 中 で行 っ た ほ か， 日 本語
教育部門の 4 人の 教員が そ れぞれ分担 し た学生 に対 し て， 授業時間以外 に も 原稿 チ ェ ッ ク ， 発表練習 な
ど の 指導を行 っ た。
5 . 5 . 3 修了 レポー ト 集作成
ス ピ ー チ 発表会で 口 頭発表を行 っ た原稿を も と に レ ポ ー ト を作成 し ， 修了 レ ポ ー ト 集 『 ら い ち ょ う 』
と し て発行 し た。 留学生 は 各 自 の専門 に つ い て の レ ポ ー ト を作成 し た ほ か， そ れ ぞれの期 の 中表紙， 寄
せ書 き ， 写真の ペ ー ジ な どを共同で作成 し た。 各 自 の 能力 を発揮 し ， 話 し合い を 進 め な が ら ， コ ン ビ ュ ー
タ の 授業で学ん だ さ ま ざ ま な文書の作 り 方な どを能率良 ( 活か し ， 完成度 の 高 い文集を作 り 上 げた。
6 成績評価
初級 ク ラ ス で は， メ イ ン テ キ ス ト crみ ん な の 日 本語Jl) に基づ く 定期試験を実施 し ， ま た ， 1語葉・ 表現」
「文字 ・ 漢字」 の ク ラ ス で は期末試験 を実施 し た。 中級 ク ラ ス で は， メ イ ン テ キ ス ト crJ .BridgeJl r 日
本語 中級 J301J] r 日 本語中級 J501J]) に基づ く 定期試験を実施 し ， ま た ， I聴解J I文字 ・ 漢字」 の ク ラ
ス で は そ れ ぞれ期末試験を実施 し た。 口 頭発表 プ ロ ジ ェ ク ト に つ い て も ， 原稿 と 発表会当 日 の 発表を教
員が採点 し ， プ ロ ジ ェ ク ト の成績を 出 し た。 コ ー ス 修了時に ， 定期試験， そ の他の試験， 口 頭発表 プ ロ
ジ ェ ク ト の成績を総合 し て， コ ー ス 全体の成績判定を行い， コ ー ス への 出席率 も 含め た成績表を作成 し
て， 受講者本人 と 指導教員へ通知 し た。
7 コ ー ス評価
日 本語研修 コ ー ス で は， コ ー ス 改善 に 役立て る た め に ， コ ー ス 終了 時 に コ ー ス エバ リ ュ エ ー シ ョ ン の
ア ン ケ ー ト を行 っ て い る 。 実施前 に， 成績等 に は全 く 影響 し な い こ と を伝え た上で， 授業の 内容， テ キ
ス ト ， 教師の教え方， コ ン ビ ュ ー タ 授業， 口 頭発表プ ロ ジ ェ ク ト ， 日 本人学生 と の 時間， ホ ー ム ス テ イ ・
ホ ー ム ビ ジ ッ ト に つ い て， 調査を行 っ た。 そ れ ぞれ の期の コ ー ス 評価の結果を表 4 ， 表 5 に示す。 な お，
回答方法 は， 5 段階で評点 を つ け る も の と ， 与え ら れ た選択肢か ら 該当す る 答え を選択す る も の と が あ
る が， 回答結果 に つ い て は後者の結果 の み を掲載 し て い る 。 ま た ， 自 由意見は 日 本語 ま た は英語で記入
さ せ， 英語か ら 日 本語への 翻訳， 日 本語の訂正は コ ー デ ィ ネ ー タ ー が行 っ た。
表 4 第 24 期 コ ー ス評価
質問及 び回答結果 . 自 由 意 見
( コ ー ス全体)
コ ー ス は役 に立 っ た か : C 5 段階評点) - 聴解の授業が も っ と 多 い ほ う が い い と 思 う 。
ス ケ ジ ュ ー ル は ど う だ っ た か :
ち ょ う ど い い 3 人
日 本語は上達 し た か :
し た 2 人， 普通 1 人
( 日 本語の 授業)
授業は ど う だ っ た か : C 5 段階評点) - よ か っ た が， ふ つ う の 日 本語法 l を も っ と 勉強
教科書は ど う だ っ た か : C 5 段階評点) し た カ亙 っ た。
ハ ン ド ア ウ ト は ど う だ っ た カ瓦 : C 5 段階評点) - 会話の練習が も っ と 多 い ほ う が い い。
教師の教え方は ど う だ っ た か : C 5 段階評点)
- 29 -
( テ ス ト )
テ ス ト は ど う だ っ た か : ( 5 段階評点)
テ ス ト は多 か っ た か :
多 い 1 人， ち ょ う ど よ い 2 人
( コ ン ビ ュ ー タ 授業)
授業は役 に 立 っ た か : ( 5 段階評点)
テ キ ス ト は ど う だ っ た か : ( 5 段階評点)
教え方は ど う だ っ た か : ( 5 段階評点)
( 口 頭発表 プ ロ ジ ェ ク ト )
プ ロ ジ ェ ク ト は た いへん だ っ た か :
ふつ う 3 人
プ ロ ジ ェ ク ト は役に立 っ た か : ( 5 段階評点)
発表会は役に立 っ た か : ( 5 段階評点)
(見学)
見学は楽 し か っ た か :
は い 3 人
見学場所は適当 だ っ た か :
は い 3 人
見学の 時期 は適当 だ っ た か :
は い 3 人
(ホ ー ム ビ ジ ッ ト )
ホ ー ム ス テ イ ・ ホ ー ム ビ ジ ッ ト は楽 し か っ た か :
は い 2 人
い い え l 人
時期 は適当 だ っ た か :
は い 3 人
• 2 週 間 で 1 日 全部 テ ス ト を す る の は 多 す ぎ る 。
授業の 時聞 が少な く な る 。
・ テ ス ト の フ ィ ー ド、パ ッ ク が多 い ほ う が L 、 L 、 。
- コ ン ビ ュ ー タ で漢字を た く さ ん 習 っ た。 日 本
語の タ イ ピ ン グ は と て も 大事だ。
- 時間 を か けす ぎ だ。
・ い い活動な の で， 意見は な い。
どん な と こ ろ が楽 し か っ た か
. 富山 の伝統文化を習 っ た0
. 初め て の場所を見た。
どん な と こ ろ が楽 し か っ た か
・ ゆ か た を着 ら れ た し ， パ ー テ ィ ー に も 行 け た0
. 日 本人の生活が体験で き た。
どん な と こ ろ が楽 し く な か っ た か
・ ホ ス ト フ ァ ミ リ ー は と て も 親切 だ っ た が， 私
は ホ ー ム ビ ジ ッ ト は好 き で は な い。
• 1 日 で ち ょ う ど い い。
( 日 本事情)
日 本人 と 一緒に勉強す る の は ど う だ っ た か : - ふつ う の 日 本語注2 の練習は と て も大事だ。
- と て も よ か っ た。 日 本語を練習す る の に い いチ ャ
ン ス だ と 思 う 0
・ 日 本人の学生 と 友だち に な れて と て も よ か っ た。
ど う し て そ う 思 う か。
・ 日 本人の考え方を知 り ， 社会の仕組みを し る こ と
で， 日 本での生活が しやす く な る。
・ 日 本人の う ちへ行 く と き の マ ナ ーやお茶の飲み方
な どがわか っ た。
注 1 ， 注 2 い ず れ も 「 く だ け た 日 本語J I常体 を多用 し た 日 常語」 の こ と を意味 し て い る と 思わ れ る 。
日 本の文化を知 ら な け れ ば な ら な い と 思 う か :
思 う 3 人
ハU円《U
質問及び回答結果
表 5 第 25 期 コ ー ス 評価
自 由 意 見
( コ ー ス全体)
コ ー ス は役 に立 っ た か : ( 5 段階評点)
ス ケ ジ ュ ー ル は ど う だ っ た か :
忙 し い 5 人
日 本語は上達 し た か :
し た 2 人， 普通 2 人， し な か っ た 1 人
( 日 本語の授業)
授業は ど う だ っ た か : ( 5 段階評点)
教科書 は ど う だ っ た か : ( 5 段階評点)
ハ ン ド ア ウ ト は ど う だ っ た か : ( 5 段階評点)
教師の 教え方は ど う だ っ た か : ( 5 段階評点)
- お も し ろ く て勉強 し やすか っ た。
・ こ の コ ー ス は 本 当 に 役 に 立 っ た。 特 に 日 本語
を ま っ た く 知 ら な い人 に と っ て 役 に 立 つ コ ー
ス fご。
- た く さ ん 機会 が あ っ た の で， 新 し い こ と ば が
覚え やす く な っ た。
・ 発音 の テ キ ス ト は 楽 し か っ た。 先生 は 優 し く
て ， 授業は楽 し く な っ た。
・ 会話の練習を も っ と し た ほ う が い い です。
( テ ス ト )
テ ス ト は ど う だ っ た か : ( 5 段階評点)
テ ス ト は多 か っ た か :
多 い 1 人， ち ょ う ど よ い 4 人
- い ろ い ろ な テ ス ト は よ か っ た。 特 に テ ス ト 後
す ぐ に フ ィ ー ド パ ッ ク が あ っ た の は と て も よ
か っ fこ。
・ テ ス ト は難 し か っ た が， 復習 に 役 に立 っ た。
( コ ン ビ ュ ー タ 授業)
授業は役に立 っ た か : ( 5 段階評点)
教材は ど う だ っ た か : ( 5 段階評点)
教え方は ど う だ っ た か : ( 5 段階評点)
- こ の ク ラ ス で パ ワ ー ポ イ ン ト の プ レ ゼ ン テ ー
シ ョ ン が作れ る よ う に な っ た の で， コ ン ピ ュ ー
タ の使 い方が上達 し た。 感謝 し て い る 0
・ 以 前 は 日 本語入力 が で き な か っ た が， 今 は で
き る よ う に な っ た。
( 口 頭発表 プ ロ ジ ェ ク ト )
プ ロ ジ ェ ク ト は た いへん だ っ た か :
た いへん 3 人， ふつ う 2 人
プ ロ ジ ェ ク ト は役 に立 っ た か : ( 5 段階評点)
発表会 は 役 に立 っ た か : ( 5 段階評点)
(見 学) 参加者 4 名
見学 は楽 し か っ た か :
は い 4 人
見学場所は適当 だ っ た か :
は い 4 人
見学の 時期 は 適当 だ っ た か :
は い 4 人
- 大変だ っ たが， 役に立 っ た。
・ プ ロ ジ ェ ク ト は と て も役に立 っ た。 みんな に 自分
の勉強 し た い こ と が伝え ら れた。
何が楽 しか っ たか
・ 初めて 日 本の お寺を見た か ら う れ しか っ た0
. い ろ い ろ な お寺を知る こ と ができ た。
・ 日 本の文化を実際に見る こ と がで き た。
・ 日 本の文化や興味深い場所を見る こ と がで き た。
- 少 し 日 本語がわか る よ う に な っ た と き がち ょ う ど
。、 • • pv 、 • . . ， u w  
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(ホ ー ム ビ ジ ッ 卜 ) 参加者 5 名
ホ ー ム ス テ イ ・ ホ ー ム ビ ジ ッ ト は楽 し か っ た か :
は い 5 人
時期 は適 当 だ っ た か :
は い 5 人
何が楽 しか っ たか
・ 家族は親切だ し， 面白か っ た0
・ すべて よ か っ た。
・ い ろ い ろ な 日 本の食べ物 と生活が も っ と よ く わか
る よ う に な っ た0
・ 料理がお い し か っ た。
( 日 本事情)
日 本人 と 一緒 に 勉強す る の は ど う だ っ た か :
日 本の文化を知 ら な け れ ば な ら な い と 思 う か :
思 う 5 人
- 日 本人学生 と 知 り 合え た の が よ か っ た。 授業で
習 っ た文法を実際に 自 由 に使 う 機会がで き た。
. r 日 本事情」 と い う ク ラ ス な の で， 日 本の文化，
習慣， 生活様式な ど に つ い て， よ り 多 く 扱 う と
よ い。
- 日 本人学生はみんな優 し く て， ク ラ ス も楽 し か っ
Tこ。
・ い い。 日 本人学生 と 友だち に な れた。 た く さ ん 日
本人の生活を勉強す る こ と ができ た。
ど う し て そ う 思 う か。
・ 他の文化の知識を得る こ と に よ っ て， よ り よ い人
間 に な れ る と 思 う 。 ま た， 日 本は学ぶべき文化を
豊か に も つ国だ と 思 う 。 例 え ば， r源氏物語』 な
ど も読んでみた い。
・ 日 本に住むな ら ， 日 本の習慣や 日 本人の考え方を
尊重すべ き だ。 そ う す る こ と で， 日 本 に つ い て
以前よ り も理解でき る よ う に な る。
・ 日 本の生活は面白 L 、。
・ 日 本で勉強 して い る の で， 日 本語 と 日 本の文化を
理解す る こ と が必要だ と 思 う 。
・ 日 本文化を知る と ， 日 本人 と 話 し た り ， 日 本を旅
行 し た り し やす く な る。 日 本人や 日 本社会の い
い と こ ろ を知 る こ と がで き る。 日 本で の勉強生
活の た め に そ れは一番重要な こ と だ と 思 う 。
第 24 期， 第 25 期 と も に ， コ ー ス は役 に立 っ た か と い う 問 い に ， 全員 が 5 段階評点 の 5 と 回答 し ， ま
た ， 自 己の 日 本語の上達度 に つ い て の 問 い に も ， 半数が 「上達 し た」 と 答え て お り ， こ れ ら の点か ら 受
講者の コ ー ス に 対す る 満足度 は 高か っ た と い う こ と が う か がえ る 。 コ ー ス の ス ケ ジ ュ ー ル に つ い て は，
第 24 期が全員 「 ち ょ う ど よ いJ， 第 25 期が全員 「忙 し い」 と 答 え， 対照的 な 結果 と な っ て い る が， こ
れ は受講者 の 日 本語 レ ベ ル に よ る ク ラ ス 分 け が両者で異 な っ て お り ， よ り き め 細 か い 指導が で き た 第
24 期 の ほ う が ほ ど よ い進度で あ る と と ら え ら れ た の で は な い だ ろ う か。
日 本語の授業 に つ い て の 問 い で は， ほ と ん ど の項 目 に 対 し て 5 段階評点で平均 4.7 以上の高 い評価が
得 ら れて い る 。 ま た ， テ ス ト に つ い て も 自 由記述の コ メ ン ト を 見 る と ， 学習 内容の復習 あ る い は 自 己の
定着度 を測 る い い機会 と し て と ら え ら れ て い る こ と が わ か る 。 た だ， rテ ス ト の せ い で授業の 時聞が少
つ山内ペυ
な く な る 」 と い う 内容の コ メ ン ト を し て い る 学生 も お り ， 効率的な テ ス ト の実施 に つ い て も 検討が必要
で あ る 。
コ ン ビ ュ ー タ の授業や 口 頭発表 プ ロ ジ ェ ク ト に つ い て も ， 概ね高 い評価を得て い る 。 コ ン ビ ュ ー タ の
授業 に 関 し て は， 日 本語入力 や コ ン ピ ュ ー タ の ス キ ル に つ い て言及 し た コ メ ン ト の ほ か， í コ ン ビ ュ ー
タ を使用 す る 中 で た く さ ん の漢字を学ん だ」 と い う コ メ ン ト も 見 ら れ た。 口 頭発表 プ ロ ジ ェ ク ト に 関 し
て は， í し 、 ぃ活動で あ る J í役 に立 っ た」 と い う プ ロ ジ ェ ク ト そ の も の を評価す る コ メ ン ト が得 ら れ た一
方で， í時間 を か け す ぎ だ」 と い う コ メ ン ト も 見 ら れ た。 プ ロ ジ ェ ク ト の ひ と つ ひ と つ の ス テ ッ プ を こ
な し て い く の に か か る 時間は学生 に よ っ て も 個人差があ り ， 無理の な い範囲 で ス ケ ジ ュ ー ル を組ん で実
施 し て い る が， 逆 に ス ム ー ズ に 準備が進ん だ学生が い る 場合 に は さ ら に力 を伸 ばす よ う な 課題を追加す
る な ど， 学生 に 飽 き を感 じ さ せな い工夫が必要で あ ろ う 。
見学， ホ ー ム ス テ イ ・ ホ ー ム ビ ジ ッ ト ， 日 本事情 に つ い て も 概ね良い評価が得 ら れた。 見学や ホ ー ム
ビ ジ ッ ト は ， 日 本の 文化や習慣を直接体験で き る 場 と し て ， ま た 日 本事情の授業は， 日 本語の ク ラ ス で
学ん だ 日 本語を実際に運用 で き る 場 と し て ， と ら え ら れて い る よ う で あ る 。
8 おわ り に
大学院入学前予備教育 ・ 日 本語研修 コ ー ス は， 2012 年 3 月 に 第 25 期生を送 り 出 し ， こ れ ま での修了
生は， 文部科学省か ら の配置学生， 学内措置 に よ る 受講者を合わせて 166 人 と な っ た。
2009 年度 ま で研修 コ ー ス 単独 の 授業 と し て 開講 し て い た 初級 ク ラ ス の午後 の 授業科 目 の う ち ， 3 つ
の科 目 の 内容を改め た上で， 日 本語課外補講 と の合同科 目 と し て 開講す る よ う に な っ て か ら 2 年が経過
し た。 こ れ に よ っ て ， 日 本語課外補講の受講者で よ り 多 く の 科 目 を受講 し た い と 考え る 学生の希望 に こ
た え ら れ る よ う に な っ た こ と は言 う ま で も な い が， 日 本語研修 コ ー ス の受講者 に と っ て も ， 受講人数が
増え た こ と に よ っ て コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 重視の練習 の 幅が広が り ， 授業が活発化す る と い う 効果が見 ら
れ る 。 し か し ， 人数が増加す る こ と に よ っ て マ イ ナ ス の効果が生 じ て い る の も 事実で あ る 。 7 節で も 触
れ た よ う に ， テ ス ト の実施 に 時間がかか り ， 授業時聞が少な く な っ て し ま う と と ら え た 学生 も い る こ と
か ら ， コ ー ス で実施 し て い る さ ま ざ ま な 活動を効率 よ く 進 め ら れ る よ う な 工夫が必要だ ろ う 。
中級 ク ラ ス に つ い て は， 第 24 期 の よ う に該当す る 受講者が い な い場合 も あ り ， ま た ， 日 本語課外補
講 と の合同化を進め て以来生 じ て い る 問題 に 依然 と し て う ま く 対応 で き て い な い と い う 現状 も あ る 。 今
後， 開講す る コ マ数や設定す る レ ベルな ど， い ろ い ろ な 面での見直 し が必要 と な っ て く る と 思わ れ る が，
そ の 際 に は留学生セ ン タ ー の他の 日 本語 プ ロ グ ラ ム と も 連携を と り な が ら ， 改善の道を探 っ て いか な け
れ ば な ら な い。 特 に ， 留学生セ ン タ ー が 開講す る 日 本語 プ ロ グ ラ ム に は初級、 中級、 上級の 3 レ ベルが
設定 さ れて い る が， 現状で は初級か ら 中級， 中級か ら 上級 と 学期 を追 う ご と に次の レ ベルへ移行 し て い
け る 体制 に 完全 に は な っ て い な い。 限 ら れ た授業 コ マ数の 中 で き め細かい レ ベ ル設定をす る の は難 し い
面 も あ る が， 受講希望者の 日 本語力 や ニ ー ズ， 大学の留学生受 け 入 れ ポ リ シ ー な ど も ふ ま え た上で， よ
り よ い プ ロ グ ラ ム ， 授業科 目 を提供で き る よ う に 努 め て い き た L 、。
ま た ， 5 節で述べ た よ う に ， 第 25 期は ， あ る 受講者が コ ー ス 途 中 で交通事故 に道い， 約 2 週間 に わ た っ
て入院生活を余儀な く さ れ た。 退院後 も し ば ら く の 聞 は週 に 1 ，_， 2 回通院 し な け れ ば な ら ず， 入院 中 に
抜 け た授業内容の特別補習 を す る 一方で， 通院に付 き 添 う な どの手当が必要 と な っ た。 こ れ に つ い て は，
日 本語教育部門 の 4 人の教員 が手分 け を し て対応 し， こ の学生は事故後約 1 ヶ 月 で ほ ぼ通常通 り の授業
に復帰 し， 途 中 で挫折す る こ と な く コ ー ス を終え る こ と がで き た。 こ の学生 自 身 の 精神力 の 強 さ や前向
き に 頑張 ろ う と す る 意欲 に よ る 部分 も 大 き か っ た で あ ろ う が， 専任教員聞 の連携や非常勤講師 の理解 ・
協力 が あ っ た か ら こ そ ， こ の よ う な結果 に た ど り つ け た の で あ り ， 今後の コ ー ス運営 に お い て ， 何か 問
題が生 じ た 際 に 対応を考え る 上での参考 と し た い。
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